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M1dld1e　and　Late　guatemary　F1oras　m　Sanヲ1n　Distr1ct

Ikuo　ONISHI

　山陰地方の中・上部第四系は，三瓶山および大山の火山噴出物が良いカギ層となり，層準決

定が比較的容易である。そのうえ，これらの火山噴出物におおわれるため，植物化石産出層の

保存も良好であることが多い。それにもかかわらず，植物化石に関する報告は少ない。

　筆者は，1969年以来，いくつかの地点で新しく植物化石を採集し，またこれまでの産地ρ再

調査を行い，同時に泥炭層や粘土層の花粉分析も進めてきた。その結果を報告し，あわせて，

第四紀中・後期の気侯変化について考える。

　この研究を行うにあたり，鳥取大学・赤木三郎教授をはじめとする山陰第四紀研究クループ

ならぴに蒜山原団体研究クループの各位には種々の援助を得た。また，福島大学，鈴木敬治教

授をはじめとする古檀物グループの各位には，とくにウルム氷期の植生変遷に関して，討論と

助言を得た。記して感謝する。

I　層序について

　山陰地方の第四系に関しては，山陰第四紀研究グループ（1969）により詳細にまとめられて

いる。しかし；その後の研究により，次の点で訂正・追加が加えられなければならない。

　1）中位段丘について’山陰第四紀研究クループ（1969）によって中位段丘として一括され

た乃木層と差海層は，赤色風化の程度が異なり，時代を異にする可能性が強い。乃木層は厚い

赤色土をもつことから高位段丘に属すると考えられる。また，島根県玉湯町湯町の宍道湖南岸

には，乃木面（山陰第四紀研究クループ（1969）は山廻面としているが，赤色土の厚さ，堆積

サイクルの数からみて乃木面である）より約20肋低所に大山申部火山灰層（DK）をのせる段

丘がみられる。この段丘堆積物（湯町層と呼ぶ）の植物。花粉は，鳥取市周辺の津ノ井粘土層

のそれに類似し，層序的にも対比可能である。
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　一方，中海湖底の弓ケ浜層は，DKよりも下位の海成層であることが明らかにされ（三位他，

1969），乃木層より新期でリス・ウルム間氷期と推定されている（水野他，1972）。山陰地方東

部では，示都府北部の黒部（近畿クループ，1969）や兵庫県北部の城崎付近（坂本・上村，1972）

で，海抜10刎前後の海成段丘が知られている。これらの海成層が弓ケ浜層と対比される可能性

が強い。また，差海層の下位にある外園層の花粉は黒部貝層のそれと類似し，温暖な気侯が推

定され，水野他（1972）の推定を裏付ける。

　この結果，中位段丘（リス。ウルム間氷期）には，黒部貝層，弓ケ浜層および外園層があり，

乃木層はそれより古期であり，津ノ井粘土層，差海層および湯町層はより新しい堆積物と考え

られる。

　2）＝瓶火山の層序．松井1井上（1971）によれば，降下軽石を遅方まで噴出した活動は4

回あり，下位から，神戸川降下軽石（K1），木次降下軽石（K3），池田降下軽石（I2）およ

ぴ浮布池降下軽石（U2）と呼ばれている。このうち，K1，K3は出雲海岸平野でみられるが，

I2，U2はその分布が南に偏し、島根・広島県境付近にのびている。K1，K3は大田軽石流

（02）の25，600±1，OO014C年以前であり，U2は浮布池軽石流（U1）　の16，OOO±40014C隼

直後である。

　3）横田地域の段丘．三位・藤井（1972b）によって3段の段丘が区分され，低位より第I，

第1I，第皿段丘と呼ばれた。第I段丘は火山灰層におわおれることはないが，第皿，第皿段丘

は，DK，K3およびその上位の2枚の三瓶起源の軽石層におおわれ，顕著な赤色風化を受け

ている。横田駅南の檀物化石産出層は，第皿1段丘に属するとされた（三位・藤井，1972b）が，

顕著な上壌化を受けずに，整合的にDKにおおわれていて，第皿1段丘よりも新しいことが明ら

かである。

　4）出雲砂丘地の層序：差海層に不整合におおわれる泥～泥炭層（三位他，1969）は，外園

層と呼ばれ，山陰第四紀研究クループ（1969）の差海層と合わせて冬差海層”と再定義された

（三位・藤井，1972a）。ここでは，両層間の不整合を重視し，山陰第四紀研究クルーブ（1969）

の意味で差海層を使用する。

　差海層上部の風成砂（古砂丘1）はDKにおおわれ，さらにこれらをおおって石谷砂層（古

砂丘2）が発達する。石谷砂層は，K1，およびK3におおわれ，洪積世であることが明らかに

された（三位1藤井，1972a）。

　5）中海湖底の層序：水野他（1972）は，多数の湖底ボーリングの資料にもとずいて，弓ケ

浜層，安来層，境港層および申海層に区分した。安来層は，下部にDKを，上部にK3をもち，

中部の泥炭層の年代は，3万年以前を示している。また，大山上部火山灰の冬キナコ”に当る

火山灰（DU）も，中海層の下位に認められている（正岡，1972）。

　6）大山噴出物の年代：安来層申部が3万年以前とされるから，これまで30，200士3，500年

が唯一の測定値であった申部火山灰（DK）の年代はその下限あたりと考えなけれぱならない。
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　大山上部火山灰（DU）の年代は，蒜山原の花園において21，710士76014C年が得られた。

この値は，上部火山灰の最下部層（キナコ）を欠きフその上位の冬オドリ”以上の層準に整合

におおわれる泥炭層から得られたもの（蒜山原団体研究クループ，1973）で，上部火山灰のは

じまりは夕2．2～2．3万年前と考えられる、

　下部火山灰は，弓浜層にはさまれ（正岡，1972），　その活動はリス・ウルム間氷期にまで及

ぶことは，ほぼ確実である。

　上記の諸点をふまえて，山陰地方の第四系層序表をまとめた（第1図）。なお，鮮新・更新

統には都野津層群があるが，ここではとりあつかわない。

　1皿　植物化石おぷび花粉試料採取地点

　合計13地点の檀物化石および花粉試料採取地点について，時代順に場所，①地層名，岩石名，

②絶対年代，層序関係，⑧文献，④檀物化石リスト，⑤花粉組成の特長，⑥その他，について

述べる。

　1）米子市霞津（よしず）五町開207，申海試錐No4，海面下1997～2020肋。

①中海層基底，泥炭層

②8，350±150年B　P（GaK－1125）

⑧建設省（1967），水野他（1970）

⑤1）ψZ0〃Z0〃，Cツ610ろα肋0畑3が多く温暖気侯を示す。λ肋5も多い（第2図）。

⑥沖積世の試料はこれだけである。ほぼ8千年B．P．で，すでに現在とほぽ同様の気侯であっ

　たと推定できる。

　2）岡山県真庭郡八東村花園

①低位段丘下位面（花園層），泥炭層

②21，710土760年B．R　（GaK－4033），大山上部火山灰層のオドリ以上に整合におおわれる

⑧蒜山原団体研究クループ（1973）

④R吻刎伽伽0が6劫ヒメバラモミ

⑤下部1申部・上部と花粉組成に変化があるが，全体的に肋クZo〃Z0〃，”伽，T5惚α，

　B吻1α，C〃ψ3が多い。大型化石で多産した肋ωは少い、下部、中部では肋g螂が多

　いが，上部では減少する。草本では，中・上部でC〃ωが増加し，Com．pos1taeが減少す

　る。また，Po1ツ9o〃舳，丁肋肋榊〃，8伽9〃｛50伽，G伽〃づ舳，86〃03αなど寒冷気侯に伴

　われる草本種がみられる（第3図）。

⑥絶対年代に示されるように，ウルム氷期後半の寒冷期を代表する、ウルム氷期前半にみられ

　る肋ω優占の花粉組成が，沖積世の寒冷気侯でみられるλ肋5優占型に移行する時期に

　当ると考えられる。

　3）松江市奥谷町
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①低位段丘（大庭礫層），泥層

②火山灰との関係から2．3～2．5万年B．P．と推定される

③〃㈱戸閉αモミ

　P∫θ”o肋gα1ψoηκαトガサワラ

　乃〃9α∫肋0Z脇ツガ

　Cブ抄如舳r加ゴ砂o〃伽スギ

　1「αg’α3sp．

　8妙ブ伽ゴ砂0〃なαエゴノキ

　8妙r伽06伽加ハクウンボク

　8姥ωα竹加〃吻脇ゐ砂加ヒメシャラ

④基底部では，肋ω，H妙1o〃Z0πに富み，”ツg’㎝舳，丁肋κ炉肋などの草本を伴ない，

　寒冷気侯を示す（第2図）。

　中部は，肋ωは少く，〃カZo〃Zo〃とH砂1o〃Z㎝がほぼ同程度存在し，Fαg・狐0ブツμo一

　榊伽，地”0脇g’αが基底部に比して増加し，温和な気侯を示す。

⑤基底部はウルム氷期の寒冷気侯を示すが，中部は温和な気侯を示し，亜間氷期に当ると考え

　られる。

　4）眉吉市秋喜

①大山中部火山層（DK）基底部，泥炭層

②同層準とされる名和火砕流は，30，200±3，500年B．R　（GaK－225）

⑧山陰第四紀研究クループ（1969），赤木他（1970a）

④赤木他（1970a）によれば

　肋〃伽挽θ∫肋力伽肋ミツガシワ

　Fr伽加螂刎α肌脇鮒6ωヤチダモ

　P5”α物α”伽ωωた幼ヒメバラモミ

　86かク〃∫sp．

⑤乃6ω，丁鋤gα，HψZo〃Z0〃加優勢な寒冷気侯を示すが，Cηが0榊r加　も多い。草本では

　8αηg泌0伽を伴う（第2図）。

⑥安来層の年代からみて，3万数千年と考えられる。ウルム永期の中のやや寒冷な時期を示し

　ている。

　5）島根県仁多郡横囲町大曲

①第1皿段丘申とされているが，DK直下と推定される。泥質砂層

⑧三位1藤井（1972b）

④乃〃9α6加伽伽καコメツガ（多産）

　P肋雌是伽α如郷加チョウセンマツ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー
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　乃伽3カα㈹ゲ10閉ゴヨウマツ

　A肋3ηθ伽脇シラベ

⑤丁舳gα，HψZ0〃Z0〃，肋ωが優勢で，草本では，肋Z惚o〃㈱，丁肋伽炉舳，8伽g蜘励α，

　G㈹刎㈱などがみられる。寒冷気侯を示す（第2図）。

⑥次の横田と同じ。

　6）島根県仁多郡横田町横田

①第正暇丘とされているが，DKに整合的におおわれる。砂質泥層

③三位・藤井（1972b）

④1）加α刎ω伽0ω｛6幼（？）ヒメバラモミ（？）　（多産）

　乃昭α”η㈹を和伽コメツガ

　P肋鮒尾0閉如郷ゐチョウセンマツ

　ノ1み如∫sp．

⑤肋θα，丁醐9α，肋μ0〃Z0〃が優勢で，月0妙90〃㈱，丁肋晦炉㈱，8伽9桃0rろα，肋〃伽伽3，

　8ω肋醐などを伴う（第2図）。

⑥5），6）共にDKに整合的におおわれる。亜高山帯性の針葉樹が優勢で，づルム氷期申の寒

　冷期を示す。

　7）島根県八東郡玉湯町湯町

①湯町層，泥層

④Roωsp．

　Fαg一〃3sp．

　肋〃りψ0〃伽ツゲ

　8桝伽sp．

⑤pκθα，HψZo〃Zo〃に　Cr〃¢o倣r〃，肋〃5を伴う（第2図）。

⑥次の津ノ井と同じ。

　8）鳥取市津ノ井

①津ノ井粘土層

②＞31，200年B．P．（GaK－815）

③三木（1957．1958），赤木他（1970b）

④杉崎にて山陰シンポジウムの際採取（鈴木敬治氏同定）

　P伽α刎α”伽σω北幼ヒメバラモミ

　五Z舳∫ゴ砂0”6αハンノキ

　Mαg〃oZ加尾o肋∫コブシ

　P閉伽3cf．5α肋伽αスモモ

　肋〃りψ0〃伽ツゲ
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　Rosaceae

　’0α刎θ1〃〇一sp．

　86かク〃3sp．

・三木（1958）の船木

　A6θr，B〃〃∫，P加〃oゐ〃みo〃，C肋刎〃6抄〃ゐμ∫ぴκαサワラ

・山陰第四紀研究グループ（1969）

　C肋刎ακツクαブなo肋鮒αヒノキ

　R6〃刎α”づ刎αωづα㍍ヒメバラモミ

　8乏ツrα”sp．，J勿g・Zα〃3sp．

・赤木他（1970b）の船木

　C肋舳ω：y切r兆o肋∫α（材）

　P伽α刎α”づ榊oω北幼ヒメバラモミ

　1巧6θαsp．

　8妙rω夕ψ0〃0αエゴノキ

　13〃π〃5sp．，J1〃9Zα〃∫sp．

・三木（1957）の長谷

　P伽α肋oZorマツハダ

　Rz必〃3sp．，Cαr6”sp．1サ〃〃〃∫sp．

⑤肋ω，Cツがo舳伽，A1舳∫が優勢で，②鮒螂，C伽肋ω，肋”郷などの温帯要素も伴う（第

　2図）。

⑥7），8）の花粉組成は，肋〃，Cブ〃肋〃ブ加が優勢で，肋〃∫などの温帯要素も伴い，亜

　間氷期を示すと考えられる。

　9）島根県簸川郡湖陵町差海

①外園層，粘土

⑧三位。藤井（1972a）

④Tr砂α伽ぴ0少0ゐシリブトビシ

⑤Dψ1o”ツZo〃，Cr抄o肋舳，肋gωに富み，〃9伽炉o助舳を伴う。温暖な気侯を示す。

⑥Dψ1・〃Z・〃が多く，Lαg伽炉o舳加を伴うなど，次の黒部に似た花粉組成を示す（第2

　図）。

　10）尿都府竹野郡弥栄町黒部

①黒部貝層とそれをはさむ段丘堆積物，海成粘土　淡水成粘土およぴ泥炭

⑧近畿グループ（1969）

⑤海成粘土層の直下では，P㈱∫，P吻α，T〃gαの多い寒冷型の組成を示す。海成粘土層およ

　びそれより上位では，λZ〃雌優占であるが，P肋蝸，λ肋5，乃〃gα，Cr妙肋鮒加，肋9’狐，



110 大　　西　　郁　　夫

　9鮒伽も多く，11αg㈱炉0伽加も伴われ，温暖型の花粉組成である（第4図）。

⑥弓ケ浜層と共にリメ・ウルム間氷期を代表すると考えられている。花粉から推定される古気

　侯は，この考えを支持する。

　l1）眉吉市打吹山麓野球場

①湊町泥炭層

②大山最下部火山灰層にはさまれる

③赤木他（1970a）

④赤木他（1970a）によれば

　8妙㌘ωC£ゴ砂0〃たαエゴノキ

　肋g刎sp．

⑥赤木他（1970a）によれば，0ブ〃玄o刎榊α（と考えられるTaxodiaceae），肋g’鮒，σZ舳∫一

　Zθ脆㎝αが優勢で，針葉樹種は少い。

⑥花粉組成からは，温和な気侯が推定され，間氷期の堆積物と考えられる。

　屹）岡山県真庭郡川上村間谷

①蒜山原層，泥炭

②大山火砕流の下位に位置する

⑧三木（1957．1961），粉川（1961）

④三木・粉川によれば

　P伽αノα0㈱ゐエゾマツ

　P加α肪0ZOrマツハダ

　〃劫ツα〃砺θ5炉づ加1加肋ミツガシワ

　AZ舳sp．

　ルゐθ郷α切ノハナショウブ

⑤同層準の黒岩の泥炭層の花粉組成は，肋刎，肋μ0〃10〃，T5昭αに富み，広葉樹種をほと

　んど含まない。po1惚o〃舳，8α〃9〃∫o地α，G榊刎㈱などの草本種もみられる（第2図）。

⑥檀物化石・花粉共に，亜高山性針葉樹に富み，氷期の堆積物と考えられる。

　13）岡山県真庭郡八東村花園

①蒜山原層，ケイソウ土

②12）の泥炭層よりも下位

④丁醐gαsp．

　Cブツμo脇r加ゴ砂o加ωスギ

　C肋刎ακ妙〃5∫o肋郷αヒノキ

　〃㈱sp．

　Cα功α〃θαぴθ〃α切クリ
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　Fαg鮒o陀伽吻ブナ

　9〃θr6〃5sp．

　8姥ωαrガα〃ω〃αゐzク肋ヒメシャラ

　Aθ56〃伽肋r肋伽切トヂノキ

　8妙閉”0ろα∬吻ハクウンポク

　8妙ブ伽プ砂0〃加αエゴノキ

⑤肋g狐9rツ卿舳ブ加が多く，肋μ0〃Z0〃，丁舳gαも伴われる（第‘2図）。

⑥植物化石，花粉共に落葉広葉樹林帯を示す。現在とあまりちがわないと考えられ，間氷期の

　堆積物と思われる。

皿　ウルム氷期の気候変化

　リス・ウルム間氷期以降沖積世以前に3回のやや温和な時期がみられる。

　最も下位のものは，津ノ井粘土と湯町層で代表されるもので，P伽αなどの寒冷要素と共に

Crツ卿舳伽が多く，肋〃∫などの温帯要素も伴われるという特徴をもち亜間永期の気侯が

推定される。

　この亜間氷期に引きつついて，横田や大曲などの亜氷期があり，ここでは亜高山性の針葉樹

．種が多産する。花粉でもCr〃0脳伽は多くない。

　DK基底部の秋喜では，Pκθα，丁鋤g’α，H砂ZOZ〃Z0〃のほかに0ブッが0舳伽が多く，横田

よりもやや温和な気侯が推定できる。DK直上の安来層中部は，海進期とされている（水野他

1972）が，秋喜は，この海進の極大期（亜間氷期）に向う気侯温和のはじまりと考えられる。

　最新の亜間氷期は，奥谷で示される温和な時期である。この亜間氷期の直前に寒冷期があっ

たことは，基底部の花粉組成から知られる。

　約2．1万年前には，亜氷期の寒冷気侯がみられる（花園層泥炭）。

　これら3つの亜間氷期の年代は，前の2つは3万年以上前であり，最新のものは23～25万

年則と推定される。

w　リス・ウルム聞氷期以前の気候変化

　蒜山原層では，下位のケイソウ土層の示す間氷期から，上位の泥炭層の示す氷期への移行が

みられる。蒜山原層の上位には大山火砕流堆積物が重さなり，大山火砕流は，最下部火山灰層

におおわれる。最下部火山灰層は，数ユニットの降下火山砂層や軽石層などから構成されるが，

それぞれのユニットの上部は赤色風化をうけている。ユニットの基底部には，新鮮な火山砂が

残らていることから，赤色風化は，最下部火山灰層の堆積中に起ったことがわかる。現在の

赤色土壌の生成環境は，亜熱帯的な常緑広葉樹林帯の気侯が推定されている　（松井・加藤，

1962）。最下部火山灰層にはさまれる湊町泥炭層の花粉組成は，それほど温暖な気侯を示さな

いにしても，一応間氷期を示すと考えられる。
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　大山下部火山灰層は弓ケ浜層にはさまれ（水野他，1972），また陸上でも，赤色風化を受け

ていて，間氷期に降下したことがたしかめられる。

　黒部貝層の基底部には氷期を示す花粉組成が得られたが，大山火山灰層との関係が不明であ

る。このように，山陰地方では，リス1ウルム間氷期以前に，少くとも2回の間氷期から氷期

へのくりかえしがみられる。

　V　植物群・花粉群の変遷

　氷期1間氷期および亜間氷期という気侯変化に対応して特徴ある植物群がみられる。

　氷期を代表する檀物群としては，横田檀物層および花園層が上げられる⑰

　横田においては，ヒメバラモミ（？），コメツガ，チョウ．センマツなど亜高山性針葉樹種のみ

からなる。花粉組成においても，肋ω，丁鋤gα，HψZ0〃Z0〃などの針葉樹種が優勢で広葉樹

種はほとんどみられない。このような花粉組成を肋刎一HψZ0〃肋花粉群と呼ぶ。檀物化石

の証拠は不完全であるが，黒岩，黒部の最下部，奥谷の基底部もこの花粉群がみられ，洪積世の

寒冷気侯を示す花粉群と考えられる。それに対し夕花園層では，大型化石ではヒメバラモミを

産するが，花粉では，Pκθαが少く，かわって〃螂が多くなり，肋肋Zα0orツZ雌，吻rκα，

肋g雌，9〃㈹雌などの広葉樹種も多い。現生堆積物の花粉分析によれぱ，亜高山帯において

同様な花粉組成がみられ（島倉，1968），この型の花粉組成は，新しい時代の寒冷気侯を代表す

ると考えられる。これをHψ1o〃1o〃一肋伽花粉群と呼ぶ。

　亜間氷期を示す植物群にも，新・旧2通りある。古い型は，津ノ井粘土層に代表される植物

群で，ヒメバラモミ，とノキ，サワラなど亜高山帯～温帯性の種に，ツゲ，cα㈱肋班な

どの温暖要素が混じる。花粉組成では，肋θα，0ブツク肋鮒刎が優勢で，B鮒雌を伴う。この

型の花紛組成を乃脇一0ブッμ0〃θ伽花粉群と呼ぶ。湯町層，秋喜などにもこの花粉群がみら

れる。

　新しい型の亜間氷期植物群は，奥谷でみられる。モミ，　トガサワラ，ツガ。スギ。肋g刎

sp．など温帯要素を産し，花粉では，Cブ抄ヵo舳ブ加が優勢でDφ1o〃1o〃，HψZo〃Z吻

肋g〃sなどを伴い，乃吻はほとんどみられない。この型の花粉組成を正妙10〃10〃一C7妙z0一

倣肋花粉群と呼ぶ。

　間氷期の植物群は蒜山原層でみられるように，フナを主とし，スギ，ヒノキ，トヂノキなど

を伴っている。花粉ではCηがo肋r加，肋g螂が優勢で丁醐gα，肋μo〃Z0〃を伴う。蒜山原

層は現在海抜約450肋に分布し，海岸部より冷温であると考えられる。　しかし，黒部や差海の

花粉組成でも，肋μ0〃Z0〃を含まないことやムαg附炉0θ伽αを含むことなど，温暖要素が

増すが，Cr妙¢o㈱舳，肋g郷が優勢であることは変りない。この型の花粉組成を肋g炸0ブツー

が0脳伽花粉群と呼ぶ。

　沖積世の花粉群は，中海層基底の1試料ではあるが，DψZ0〃Zo〃，9鮒㈱，qγ6肋肋刎少幽，
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助螂が優勢で肋g螂は少ない。この型の花粉組成をCツ6Z06αZα伽妙3一地螂花粉群と呼ぶ。

　以上の花粉群1槙物群を時代ごとは並べると，大庭礫層を境にして，新期と古期に分かれる。

1 古 期 1 新 期

問氷期 Fagus－Cryptomeria花粉群 Cyc1oba1anopsis－Abies花粉群

亜間氷期 Picea－Cryptomeria花粉群 Hap1oxy1on－Cryptomeria花粉群

氷 期 Picea－Hap1oxy1on花粉群 Hap1oxy1on－Abies花粉群

　それぞれの氷期・間氷期の気侯が同様であった保証はないが，Taxaの適応範囲1優占度が，

時代的に変化した可能性が強い。すなわち，P伽αは古期には氷期から間氷期にわたって広く

優勢な分布を示したが，新期には，衰徴して，寒冷気侯にかぎられるようになった。それに対

し，A肋5は新期に優勢となる。また肋g鮒は古期には間氷期に優勢であつたが新期では亜

間氷期（冷温帯）に限ぎられるようになり，沖積世においては　qy610ろαブ伽0加5が優勢とな

った。

　VIま　　と　　め

　山陰地方の13の植物1花粉群を，最も新しい層序にしたがって整理した結果次のことが明ら

かになった。

　1）リス・ウルム間氷期以前に，山陰地方では，少くとも2回の間氷期→氷期のくりかえし

が認められる。

　2）ウルム氷期には，少くとも3回の亜間氷期が認められる。

　3）大庭礫層を境にして，花粉群に時代的な変化が起った可能性が強い。すなわち，肋ω

および肋g〃Sの適応範囲が制限されるようになったと考えられる。
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　　　　　　　　　　　　図版説明（倍率1～6は×1，7～10はx1，000）

1．Pseudotsuga　japonicaトガサワラ．奥谷

2P1cea　maxlmow1cz11ヒメハラモミ多花園　2eは2dの側面を示す。

3P1cea　maxmow1cz11（9）　ヒメハラモミ（9）。横田。3eは3dの側面を示す、

4Tsuga　d1vers1fo11aコメソカ。横田大曲

5Pmus　kora1ens1sチョウセノマツ。横田大曲

6．Fagus　sp．奥谷

7Sangu1sorba。横田B

8Lagerstroem1a差海1

9Tha11ctrum奥谷1
1αBuxus．湯町
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